様式

様式（１６）

オンライン診療の適切な実施に関するチェックリスト
　　厚生労働省作成「オンライン診療の適切な実施に関する指針」（令和５年３月一部改訂）を参考に適切に実施してください。
※オンライン診療とは
遠隔医療（情報通信機器を活用した健康増進、医療に関する行為）のうち、医師－患者間において、情報通信機器を通して、患者の診察及び診断を行い診断結果の伝達や処方等の診療行為を、リアルタイムにより行う行為をいう。

	医療機関名
	
	点　検　日
	年　　　月　　　日

	項目

番号
	確認項目
	点検結果

○・×

	１
	医師－患者関係/患者合意

１．オンライン診療の実施について患者との間で合意を行うに当たっては、患者がオンライン診療を希望する旨を明示的に確認している。（患者からの連絡に応じて実施する場合、患者側の意思が明白であるため当該確認は不要。）
	

	２
	適用対象

１．直接の対面診察に代替し得る程度の患者の心身の状態に関する有用な情報を、オンライン診療により得ている。
	

	
	２．オンライン診療が適さない場合(※)は、対面診療を実施している。
※一般社団法人日本医学会連合が作成した「オンライン診療の初診に適さない症状」等を踏まえて医師が判断する。
	

	
	３．初診からのオンライン診療は、「かかりつけの医師」が行うことが原則であるが、「かかりつけの医師」でない場合には、診療前相談（※）を実施している。
※医師－患者間で映像を用いたリアルタイムのやりとりを行い、医師が患者の症状及び医学的情報を確認する行為。
	

	３
	診療計画
１．オンライン診療を行う前に、患者の心身の状態について、直接の対面診療により十分な医学的評価（診断等）を行い、その評価に基づいて「診療計画」を定め、２年間保存している。
	

	
	２．初診からのオンライン診療を行う場合、診察後に、その後の方針（次回の診察日時及び方法並びに症状の増悪があった場合の対面診療の受診先等）を患者に説明している。
	

	４
	本人確認

１．医師と患者双方が身分確認書類を用いてお互いに本人であることを確認している。
	

	５
	薬剤処方・管理

１．初診の場合には、以下の処方をしていない。
・麻薬及び向精神薬の処方
・基礎疾患等の情報が把握できていない患者に対する、特に安全管理が必要な薬品（診療報酬における薬剤管理指導料の「１」の対象となる薬剤）の処方
・基礎疾患等の情報が把握できていない患者に対する８日分以上の処方
	

	６
	診察方法

１．オンライン診療中に、患者の状態について十分に必要な情報が得られていると判断できない場合には、速やかにオンラインを中止し、直接の対面診療を行っている。
	

	
	２．オンライン診療において、同時に複数の患者の診療をしていない。
	

	７
	医師の所在

１．患者の急病急変時に適切に対応するため、患者が速やかにアクセスできる医療機関において直接の対面診療を行うことができる体制を整えている。
	

	
	２．第三者に患者の心身の状態に関する情報が伝わることを防ぐため、医師は物理的に外部から隔離される空間においてオンライン診療を行っている。
	

	８
	患者の所在

１．プライバシー保護のため、患者が物理的に外部から隔離される空間においてオンライン診療が行われている。
	

	９
	通信環境（情報セキュリティ等）において医療機関が行うべき対策

１．患者に対してセキュリティリスクを説明し、オンライン診療に用いるシステムの利用について合意を得ている。
	

	
	２．事業者と協議・確認した上で、OSやソフトウェアのアップデートを実施し、必要に応じてセキュリティソフトをインストールしている。
	

	
	３．医師が汎用サービス（※）を用いる場合に、意図しない三者通信を防ぐため、医療機関から患者側につなげることを徹底し、また通信の管理者権限を、患者に委譲していない。
　　※オンライン診療に限らず広く用いられるサービスであって、視覚及び聴覚を用いる情報通信機器のシステムを使用するもの。
	

	
	４．医師が医療情報システムに影響を及ぼす可能性があるシステムを用いる場合に、「医療情報安全管理関連ガイドライン(※)」に沿った対策を併せて実施している。
※医療情報の取扱いに関わる厚生労働省、総務省及び経済産業省の３省が策定している医療情報の安全管理に関するガイドラインの総称。
	

	１０
	医師教育
１．オンライン診療を実施する医師は、オンライン診療に責任を有する者として、厚生労働省が指定する研修を受講している。
	



